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酪農・和牛・養鶏・養豚 

 

酪  農 

さらに躍進をめざす 

 丑年の 36 年の畜産は意義ある年でありました。

農業基本法の制定により選択的拡大の中に酪農が

今後の成長部門として、大きくクローズアップさ

れたこと、又畜産物価格安定法も成立して、今後

の酪農の発展のための保護政策が国家的に示され

たこと、そして今後これの具体策が実行に移され

ようとしていること等、誠に心強いことと思いま

す。 

 本県においても岡山県立酪農大学校の設置、牧野

改良事業の飛躍的な増成計画、大規模草地の設置、

県営育成場の設置、酪農指導所の設置、生乳共販体

制の強化等、酪農発展のための現実に即した対策が

なされたことが特筆されます。 

 

酪農の歩み―改善を要する現状 

 今年は干支に関係なくとも、更に新しい構想のも

ちに一段と酪農の伸展を図らねばなりませんが、こ

こで少し本県の酪農の歩みをふり返ってみたいと思

います。 

 特に本県の酪農発展のきざしをみせたのは、昭和

28 年に酪農振興法が制定され、県においても県勢振

興計画の中に酪農が大きくとりあげられてからであ

ります。 

 当時の酪農は乳牛頭数は僅かに 3,860 頭、酪農家

数も約 3,000 戸、生乳生産者も 9,000 トン（48,000

石）程度の僅かなものでした。その後 30年に美作地

域、32年に備中地域、33年に旭東地域と相ついで３

集約酪農地域の指定を受け、これを中心に諸施策が

推し進められて、現在（36、11、１現在）では酪農

家は 11,000 戸（内ジャージー農家戸数 1,241 戸） 

 乳牛頭数は 25,040 頭（ジャージー3,226 頭）生乳

生産量は 60,000 トン（36 年末推定）と 28 年に比較

して酪農家戸数は４倍、乳牛頭数は７倍、生乳生産

量は８倍と飛躍的発展を示し全国でも有数の酪農県

となってまいりました。しかしながら、経営規模の

零細、飼料生産基盤の弱体、低い乳牛飼育密度、牛

乳の流通機構の不備等、今後改善を要する問題点が

数多くあるのも事実です。これまでの酪農は、まだ

耕種農業の補助部門としての内職的性格が強く、家

族労働報酬、酪農独自の収益性については、あまり

考慮がはらわれておらなかったのが実情であったと

思います。従って乳価の変動がありながら、大体コ

ンスタントに乳牛は増加しているのも、このような

要因によるものと考えられます。酪農生産物の需要

に対して、酪農の生産性の向上がこれに対応すると

いった形ではなく、零細酪農家の増加によるもので

あると考えられるわけであります。 

 

あたらしい農業の方向 

 最近第二次産業の急速な発展とこれに伴う農業従

事者の著しい減少の傾向、農業と他産業との所得格

差等の認識が身近に感じられるようになり、ようや

く酪農においても独自の収益性に関心がもたれるよ

うになりました。そしてその収益性の悪化を経営規

模の拡大によって防ごうと多頭飼育への転換がなさ

れつつあります。今や都市における所得水準の向上

に伴い、澱粉質食糧中心の消費構成から蛋白質食糧

を中心とした高級食糧へと都市需要の変化があらわ

れつつあります。又貿易の自由化による国際競争力

等から、農業の近代化を促進する必要に迫られてい

ることは御承知のとおりです。今後国民経済の一環
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として、農業を産業として確立するためには当然農

業の企業化が問題となり、特にいままで耕種農業の

日陰的存在でありました酪農の企業化が要請されて

きました。 

 

酪農振興長期計画 

 本県の酪農振興計画も 10 年後の、45 年を目標に、

乳牛頭数 146,000 頭（ジャージー7,500 頭）とし約

6.5 倍、生乳生産量も 341,000 トンとし約７倍、と名

実共に農業経営の支柱としようと計画しています。

経営の在り方としても、出来るだけ多くの自立酪農

経営農家を育成し、零細経営農家は、協業化の促進

により経営の合理化を図り、他産業との所得の均衡

を図らねばならないと思います。 

 この膨大な振興計画を推進するためには、容易で

はない行政の推進と、生産者団体、農家のこれにお

とらぬ努力が必要でありましょう。つぎにこの対策

としては、すでに指定を受けています美作・備中・

旭東の三集約酪農地域と、酪農経営改善計画樹立市

町村を中心に諸施策を強力推進することになります

が、農業基本法の精神に基づいて、今後要請される

新しい考え方のもとに、地域の育成が必要となりま

す。したがって現行の酪農振興計画を昭和 45 年を目

標に樹てられました、県農業振興 10 ヵ年計画に基づ

いて、一応 40 年を中間目標年度として乳牛頭数

46,000 頭（ジャージー5,000 頭）を中心に、全地域

についていっせいに計画変更を実施することにして

います。 

 

所得 80 万円を目標 

 計画の基本的な考え方としては、他産業との所得

の均衡を基本に考え、他産業の 45年における所得を

83 万円前後と想定されておりますので、農業所得に

おいても、80 万円前後を想定しています。飼育規模

については、主畜経営においては、搾乳牛７～８頭

で、酪農部門の所得を 60％以上を目標とし、有畜経

営（混同型）においては、搾乳牛３～５頭で、40～

60％の酪農部門の所得を目標に考えております。又

飼料の自給についても、現在 55％程度と思われます

が、これを 70～75％とに引上げる考えであります。

又泌乳能力についても、現在の県下の平均は、ホル

スタイン種、4,600 キロ（24.5 石）を 5,300 キロ（28

石）に、ジャージー種においては 2,300 キロ（12.3

石）を 3,000 キロ（16 石）に目標をおいて改良を進

める考えです。この目標に従って40年の目標を定め、

新しい考え方の上にたった集約酪農振興計画を樹立

して、酪農集団産地を育成すべく努力したいと思い

ます。これに併せて飼料の自給度の向上、生産基盤

の整備を基本に考えた、生産者の共同組織の整備、

乳業の合理化等酪農基盤の強化を図るとともに、家

畜並びに生産物の流通面に対する施策等により、長

期的酪農経営の安定を図ることにしています。 

 

生乳需給も順調のみとおし 

 なお、36 年の生乳の需給状況も別表のように好調

でしたが、今年上半期の需給の見通しを推測します

と生乳の生産においては、36 年夏期以降の牛乳乳製

品の需給状況は一部の乳製品を除いて引続き好調で

あり、乳価も、36 年春期の水準を維持し、35 年同期

に比較して 1,875 キロ（一升）当り８円高となって

います。従って県の積極的な振興対策とあいまって、

前年比 120％以上の生産が見込まれると思います。消

費の面では、飲用牛乳の生産消費も順調で特に所謂

色物と称せられるコーヒー牛乳、フルーツ牛乳等の

消費が目立っております。しかし上半期の前半は、

これの不需要期に当りますので大幅な消費増加は見

込まれないと考えられますが、前年に比べて 19％増

は期待できる見通しであります。又県外出荷も、京

阪神地域の飲用牛乳類の消費の激増による、乳業メ

ーカーの施設の増設等に伴い、集乳量の増大が期待

されています。従って最も安定した市乳原料乳供給

地域としての本県の地位は益々重要性を増し、前年

に比べて、150％以上の移出が予想されます。乳価も、

以上の状況から、待望の畜産物価格安定法の成立と

併せて、この上半期は現在の水準より稍々上向きの

傾向をたどるのではないかと思われます。 
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和  牛 

肉用牛への転換 

 ここ数年間県南部地帯、すなわち従来の使役ある

いは育成地帯では和牛は減少し、昨年も同じ傾向が

続きました。これは生産を上廻る需要ということで

一面には喜ばしい現象とみられるわけですが、和牛

仔牛の生産が３万頭台をコンスタントに上廻ってい

ながら仔牛あるいは成牛の県外移出が増えてきてい

ることに起因しており、和牛資源の確保という点か

らやはり残念なことでありました。 

 また和牛減少の原因としては動力耕耘機の普及や、

最近の第二次、三次産業の発展による労働力の減少、

酪農その他への転換、さらには時代の進展に伴う和

牛の経済的飼育形体が確立されていないことなどが

考えられるわけでありますが、これらの点はそのま

まこれからの和牛を考える場合の大きなキイポイン

トとなると思います。 

 しかし他面これらの地帯では年々肥育牛の生産に

対する関心が高まりつつあり、従来の使役しつつ肥

育するということではなく、最初から肥育牛として

計画し、多頭飼育の形をとるものも多くなってきま

した。また飼育管理の面でも自給飼料の栽培、飼料

給与などの技術も次第に向上しており、これに関係

する農協等生産者団体も融資や共同購入、肉畜の共

販、技術指導など組織的な活動もみられるようにな

りました。 

 このように実際の動きとして中、南部地帯でも、

肉畜生産の新しい方向へと次第に発展しつつあるこ

とが伺えます。 

 10 年後には、消費が約３倍になると言われる食肉

の供給地帯として、今後素畜の大増産とともに、肥

育牛の多頭飼育による主畜経営を大いに伸ばしてい

きたいものと思います。 

 

生産熱の高まる北部地帯 

 ここ数年和牛の価格は上向で、本年の 11月の仔牛

のせり市況をみても雌６万円雄３万７～８千円平均

と高値を呼んでいますが、この動きを反映して、県

北部生産地帯では一昨年頃から繁殖熱が非常に高く

なっています。この牛価の高くなった一つの原因は、

数年来の和牛の減少に加え最近全国的に和牛の飼育

熱が高まり県、或は、生産者団体が急速に和牛増殖

施策を実施しようとして、生産県に対する導入希望

が非常に増加したためとみられます。ちなみに昨年

の県外移出頭数は約 21,000 頭でしたが、本年もそれ

をさらに上廻るのではないかと考えられます。 

 

牧野の改良で立派なはだ牛を 

 このように全国から和牛の生産県として期待を寄

せられ、また立地的にも好条件にある本県としては、

恵まれた山野を活用して新しい合理的な飼育管理に

よって和牛の増殖につとめ大いに要望に応えなけれ

ばなりません。 

 さきほど実施されました生産地帯の和牛衛生検査

の結果を見ても、その大半が蛋白質の給与が不足し、

赤血球の数も比較的に少ないと指摘されており、こ

うしたことが生産率に大きく影響しているだろうと

推察されます。事実乳牛に比較して、受胎等が良い

割合に毎年仔牛生産しているものは思ったより少な

いことからも、和牛の飼育管理の改善合理化は重要

な問題です。たまこれは現在県内の成雌牛は、約６

万頭と推定されますが、生産頭数は毎年３万２～３

千頭である点からもうなずけることであります。今

後は和牛地帯も積極的に牧野の改良造成に努め良質

の牧草を与え、繁殖雌牛の種付率も現在の 62％を将

来 91％にまで高め、毎年の連産を望みたいものと考

えています。 

 

重要な基礎牛の改良 

 和牛の県外に移出されるものの大半が、雌は生産

の基礎として、雄は肥育牛の素牛となりますから、

これらの牛が立派にその目的を達成できるような素

質をもった牛として生産しなければなりません。と

ころが改良方向も従来の役肉用の考え方から肉の利

用一本に向いつつあることは御承知のとおりで、和

牛登録協会でも審査標準をその線にそって改正しよ

うとしています。このような情勢から、われわれ和

牛の関係者は、常に研究と努力を重ね、いろいろの

和牛振興施策と相まって少しでも早く時代の要請に

合った岡山和牛の造成するよう、力を合わせて進ま

なければならないと思います。幸い農林省において
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も昨年 11月家畜改良増殖法を改正し、来年度には和

牛の改良基地育成事業も計画されていますので今後

が期待されます。 

 

養  鶏 

目立つ大羽数飼育 

 岡山の養鶏は飼育羽数で全国第６位にあり、昨年

２月の飼育羽数は、251 万羽、初生雛も鑑別メスで年

間 640 万羽が生産され、飼育羽数の伸びは昭和 25年

に比べ4.7倍に達しています。こうした状況の中で、

最近目立ってきていることは大羽数飼育の傾向で、

500 羽から 1,000 羽飼育、或は大きく１万羽飼育を計

画するものも見られ、また協業経営で集団飼育する

ものが現われるなどいわゆる養約の専業化の傾向が

みえてきたことです。そのため１戸平均飼育羽数も

35 年２月の 17羽が 36年２月、20 羽、と遂次増加し

ています。もちろんこれは、全国的なすう勢でおそ

らく鶏卵消費の増加見込みから今後もこれが続くも

のと考えられますが、ここで問題となるのは、経営

の計画性と技術の向上についてです。 

経営の計画性と技術の向上を 

 最近の飼育は、ケージ鶏舎で飼料もオールマッシ

ュと従来より比較的簡易化されていますが、一度に

羽数を増したために農繁期における労働力不足から

管理が粗雑になり育成鶏の発育が不揃いになったり、

産卵が低下して思わぬ損失をまねいたり、雛の育成

計画と鶏舎の建設計画がくい違ったため厚飼になり

失敗したような例もあります。 

 また管理技術の未熟からもいろいろな疾病にかか

り当初の計画に大きなくるいが出るものです。これ

らの点から養鶏の経営は、資金と、組織技術だと言

う人もあるほどでこれから経営規模が大きくなるほ

どち密な計画と技術が望まれます。ところが本県で

は、養鶏の技術者は他の家畜の技術者に比較して少

なく、組織の点にでも確固たる養鶏農家の団体も少

ない鶏卵の集出荷は大体県経済連によって県外移出

の半分程度が系統の線に乗っていますが、指導面の

組織化についてはまだ充分とは云えない現況です。

しかし最近農協の合併による組織の強化が図られこ

うした根本的な問題が研究され、技術員も次第に整

備されつつあるのは喜ばしいことであります。また

養鶏試験場の講習生の養成や、諸種の養鶏技術講習

会を通じて養鶏の新技術の普及につとめたいと考え

ていますので各方面の御協力をお願いします。 

 

暫進的にブロイラー生産 

 養鶏界の成

長株と目され

るものにブロ

イラーがあり

ますが、これは、

本格的に話題

になり出したのはここ数年ですが、これは手放しで

増産と言うことにはいかないようです。その理由と

して、（１）牛乳や卵と違って一般大衆にまだ充分知

られていないこと。（２）従って販売の機構が確立さ

れていない。（３）消費者価格が比較的高い。等の点

があると思います。欧米諸国での消費の状況からみ

ては、先行は明るいといえるようですが、生産計画

もここ当分は、消費の、のびに合わして慎重に増加

してゆくと言う心がまえが好ましいと思います。こ

うした現況でありますので今後の問題は、如何に消

費をのばして行くかにあるといえるようです。 

 

養  豚 

いちじるしい増殖望まれる質の向上 

 ここ１・２年の間、全国的に豚の増え方はめざま

しいものがあります。昭和 33年は豚が増えた年であ

りましたが、このとき 230 万頭であったものが昨年

８月には 380 万頭にもなりよく増えたものでありま

す。その原因は、豚肉消費は平常の年でも２割程度

はのびて来たものですが、その上に和牛の価格の暴

騰が大きく影響していることは、明らかです。 

 もとより豚肉が全食肉消費量の半畳をしめている

のですから、景気の波はあっても今後も重要な、肉

資源として養豚の振興は重要で、特に本県はこの分

野の開拓が望まれます。 

 現在養豚の経営面で問題になっているのは、頭数

のことよりも産肉能力と飼料効率の点で、最近ラン

ドレース種が全国的に輸入されているのもこうした
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面の改良にあるわけです。ところで本県内の豚はこ

こ２・３年に著しい増加を見ており他県からの移出

入も多かっただけに、その内容は玉右混こうという

状況で、登録豚も７～800 頭と言う低調さです。 

 乳牛ですと搾乳によって、何キロ出たと能力は非

常によく解りますが、豚は、肉の生産を目的にする

ものでありながら牛乳ほど毎日の能力がよく解りま

せん。こうした意味から豚の産肉能力は、一般の飼

育者の感心も薄く改良も遅れていたわけです。今回

県で輸入したランドレースは、飼料を 2.9～3.0kg で

1.0kg の増体する能力があると言うことになってい

ますが、現在の県内のヨークシャー種では 1.0kg の

増体のために 4.0kg 位の飼料を要していると思われ

ます。 

 いずれにしても今後の急務は、飼育者は勿論関係

者と共に研究して優良な系統の豚を選択して繁殖し、

飼料効率の高いものを飼育すべきであります。 

 

畑作振興と養豚 

 本年は昨年後半にくらべさらに豚価各の低落が予

想されますのでさらに経営の合理化に努めなければ

ならないと思われます。そのためには自給飼料とし

ての養豚飼料の増産がまず必要ですが、この意味で

畑地帯と養豚の組合せが考えられ、県の養豚振興の

立場からみても、畑作低位生産地帯での肉豚産地の

育成は重要な課題となってきます。このことは全国

の有名な豚の産地が殆んど畑地帯でいも、麦の産地

であることからもうなずけるわけです。 

 今後いろいろな養豚振興施策を通じて、あるいは

ランドレースの産地などと関連して遂次畑作地帯の

養豚を進めたいと考えています。 

 


